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9･ ス ヒご'ニ/ ク小ラ ス の 超 14才交わJ易 C .A … l=lE-[3il-･IGh




周辺部 ∂f2-のfJ'効糊でi'f･U_き換える､という考え方である｡ しか し特にエキゾ
ティックな相転移､例えば三m梯子反蛾磁性のカイラル転移や､以下で述べる




Q=∑ eJ ･.O,･-eoJQJノ (1.I)
ここで､添字 kは一･一般には或る ドメインを表 し､ QJはその ドメイン｣二で碇魂
されるバラメタ､ eo/はモジュラー因子である｡ (例えば三f-lJ格子∧Fにおい
て､-･一つの三nJr･3上で従魂されるカイラリティーO三TrJ形の向きに応 じてこれ
に符号をかける｡ ) これを用いて､軒効- ミル トニアンを次の様に定義する｡
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くQ.〉イ-く6.〉 ror vk∈∂f2 (I.3)
で決まる｡ ここで､.Ooはクラスターf2の小火の ドメインL).上のバラメタ､平




















二つのレプリカ ･クラスターS2" ,D… をFFJ患する.オーダ-バラメタとして､
QJ-S(j‖sfJ27I._I.L stJI)(≡JZtl), sfJ2)<三S?tH






















くくsto‖st.2)〉)I-く(siHsl2)〉〉J Tor Vh∈∂SI (2. A)
となるO ここで､外川の ( こ〉J はポン ド配付I.についての平均であるO ^,につ
いてのIl削5iJの一一･次のJliより､


















,ii'理lH I:イジング ･スピンのクラスター ^.,D が､サイ トjのス▲
ビン S,･のみによって､繋が っているとす る｡外場のないとき､ク
ラスタ- ^,13内のスピン机節子 F,G の相関関数は､
(FG)-(Fsj)^ (SJG)Il (3.J)
と/}')抑できる｡ ここで､く〉Jはクラスター ^ での平均である｡






ここでフラス トレー ションとは､ブラケッ トを閉むポン ドの内､
-Jボン ドが-i:･JT秋本ある配位を言 う｡
この2つの定理を川いれば､例えば図 2(b)のクラスターでは､_.iE方形の巾





















図 5:C∧M7･ロット｡ a)2次元では ]-鳩文と-6･01oeT‥+consL･にのる｡







(i) 2次元では 7㌧ 9と0 とコンシステントなg:ili'火をft;)たO この帖拶J;I-.=こ
対 して､臨刑 指数は γS七7.0了ごあった1 日 (図4)




以上の大きなクラスタ｣では閉 じたループがあるため､恥 こフラス トレー



























商船展開により､2次元では -T ,.=0 と仮定 して γS-5.3±0.3､
3次元では ･T･,,- 1.175±0.025,7,-2.9±0.3 を得ている｡
5)SuJzuki,N.,J.Phys.Soc.Jpn.56(1986)4205
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